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ひ
う
ち
な
だ
温
泉
・
道
後
温
泉
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今
治
市
内
に
点
在
す
る
延
命
寺
（
54
番
）、南
光

坊
（
55
番
）、泰
山
寺
（
56
番
）、栄
福
寺
（
57
番
）、

仙
遊
寺
（
58
番
）、国
分
寺
（
59
番
）な
ど
の
霊
場

の
う
ち
、二
つ
三
つ
を
ま
わ
る
。約
３
時
間
の
徒
歩

だ
。同
行
二
人
と
記
さ
れ
た
笠
を
か
ぶ
っ
た
白
衣

の
巡
礼
者
と
道
連
れ
と
な
っ
た
ら
、越
し
方
の
人

生
模
様
を
語
り
合
い
な
が
ら
の
心
洗
わ
れ
る
時
間

が
過
ご
せ
る
。手
早
く
ま
わ
る
に
は
タ
ク
シ
ー
利

用
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

札
所
霊
場
を
め
ぐ
っ
た
あ
と
、白
砂
青
松
の
桜

井
海
岸
と
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
を
一
望
に
す
る
、

海
抜
60
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
建
つ
「
休
暇
村
瀬
戸

内
東
予
」に
一
日
目
の
宿
を
と
っ
た
。

　

温
泉
の
少
な
い
四
国
に
あ
っ
て
、こ
こ
に
は
「
ひ

う
ち
な
だ
温
泉
」が
入
っ
て
い
る
。今
治
の
山
あ
い

に
湧
く
本
谷
温
泉
を
源
泉
に
す
る
ア
ル
カ
リ
性
単

純
温
泉
だ
。関
節
リ
ウ
マ
チ
、疲
労
回
復
に
大
き
な

効
果
を
挙
げ
る
。

　

部
屋
に
落
ち
着
い
た
あ
と
、早
速
２
階
の
展
望

大
浴
場
へ
入
り
に
行
く
。左
右
に
あ
る
大
き
な
ガ

ラ
ス
窓
の
先
に
は
今
治
市
方
面
の
夜
景
が
広
が
っ

て
い
る
。瀬
戸
内
海
は
暗
い
海
面
を
広
げ
て
い
る

中
に
、船
の
明
か
り
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
行
く
。

　

の
ん
び
り
温
ま
り
、体
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
た
後

の
夕
食
は
、２
階
の
食
堂
で
い
た
だ
く
。

　

地
元
の
食
材
を
豊
富
に
使
っ
た
郷
土
料
理
は
、

豪
快
な
舟
盛
り
か
ら
始
ま
る
。鯛
の
姿
造
り
を
は

じ
め
、ア
ワ
ビ
、サ
ザ
エ
、ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
。焼
き

物
は
、イ
セ
エ
ビ
、ヒ
オ
ウ
ギ
貝
な
ど
の
法
楽
焼
。

媛
ポ
ー
ク
の
せ
い
ろ
蒸
し
、地
ダ
コ
の
唐
揚
げ
、そ

し
て
今
治
名
物
の
鯛
釜
飯
と
大
満
足
だ
。

　

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
四
国
・
伊
予
路
。八
十
八
カ
所
札
所
霊
場
の
う

ち
、延
命
寺
、石
手
寺
な
ど
五
十
番
代
の
名
刹
を
め
ぐ
っ
て
、「
ひ
う
ち
な

だ
温
泉
」（
今
治
市
）、「
道
後
温
泉
」（
松
山
市
）を
結
ぶ
２
泊
３
日
の
旅
。

四
国
霊
場
は
、「
歩
く
健
康
」の
道
と
し
て
人
気
だ
。

四国八十八ヵ所の霊場の 56 番泰山寺までは、
家族に先立たれた悲しみを胸に抱いて霊場を巡
るお遍路さんと道連れになった。四国霊場巡り
は心の癒しの場でもある。 

道後温泉の中には道後温泉本館。共同浴場に
なっている。明治時代から続くといわれ、天皇
の間なども残る。名作『坊っちゃん』のマドン
ナが乗ったという人力車が、若い人に人気だ。 

夏目漱石の名作『坊っちゃん』の世界に描か
れる「坊っちゃん列車」を忠実に復元した列
車が松山市内を走る。木造のレトロな客車に
ミニ蒸気機関車（実はディーゼル）。 

　

翌
朝
は
特
急
に
乗
り
35
分
で
松
山
へ
。道
後
温

泉
へ
は
市
内
電
車
で
20
分
。途
中
で
Ｓ
Ｌ
ス
タ
イ

ル
の
機
関
車
が
小
さ
い
客
車
を
ひ
く
「
坊
っ
ち
ゃ

ん
列
車
」が
や
っ
て
き
た
の
で
乗
り
換
え
た
。

　

道
後
温
泉
は
大
国
主
命
と
少
彦
名
命
の
神
話
を

伝
え
る
日
本
で
も
最
古
の
温
泉
。夏
目
漱
石
の
名

作
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」に
描
か
れ
た
「
道
後
温
泉
本
館
」

が
温
泉
街
の
中
心
。入
浴
は
６
時
か
ら
22
時
。神
の

湯
男
子
東
浴
室
に
は
湯
釜
を
中
央
に
置
き
、背
後

の
壁
に
は
、白
鷺
伝
説
や
玉
の
石
の
神
話
が
砥
部

焼
陶
板
画
に
描
か
れ
て
い
る
。明
治
32
年
創
設
の

皇
室
専
用
浴
室
「
又
新
殿
」「
玉
座
の
間
」な
ど
は

見
学
の
み
。格
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
刻
太

鼓
は
、朝
６
時
、正
午
、夕
方
６
時
に
ド
ー
ン
、ド
ー

ン
と
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、日
本
の
音
風
景
１
０
０
選

に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

約
20
軒
あ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
、大
和
屋
別
荘
の

高
級
和
風
旅
館
か
ら
５
０
０
人
も
収
容
で
き
る
団

体
向
き
の
ホ
テ
ル
椿
本
館
ま
で
各
種
あ
る
が
、道

後
温
泉
本
館
の
背
後
に
建
つ
「
古
湧
園
」を
今
回

の
宿
に
選
ん
だ
。20
数
年
前
に
一
度
訪
れ
て
、好
印

象
を
残
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

上
階
の
部
屋
か
ら
は
、松
山
市
街
の
夜
景
が
望

ま
れ
る
。広
々
と
し
た
タ
イ
ル
張
り
の
大
浴
場
、岩

風
呂
の
露
天
風
呂
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、瀬
戸
内
海

の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
っ
た
タ
イ
、エ
ビ
、ア
ワ
ビ

な
ど
に
伊
予
牛
が
付
く
「
伊
予
路
会
席
」の
味
覚

は
、至
福
の
時
で
あ
っ
た
。

　

翌
日
は
奥
道
後
温
泉
へ
の
途
中
に
あ
る
石
手
寺

（
51
番
）で
納
経
。四
国
霊
場
と
温
泉
を
結
ぶ
旅
を

終
え
た
。

野口冬人  
のぐち ふゆと 

旅行作家 
温泉評論家 

四国八十八ヵ所の霊場は、四国四県にまたがり、
今日も杖を手にした白衣の巡拝者が多い。四国
の旅の大きなポイント。54 番延命寺からス
タートして今治、松山を巡った。 

右ページ：「道後温泉」本館 
上段 : 道後温泉本館 神の湯　浴室 
中段左：「古湧園」客室 
中段右：「ひうちなだ温泉」瀬戸内
　　　　水軍料理 
下段：「ひうちなだ温泉」浴室 

温泉関連の著作多数。旅行読売、日本経
済新聞などでも連載を抱える。 
㈱現代旅行研究所代表、旅行作家の会代
表。全国の露天風呂を評価した露天風呂
番付の作成者としても有名。 

●ひうちなだ温泉・休暇村瀬戸内東予 
　TEL　089-848-0311 
　愛媛県西条市河原津 乙 7-179  
　1泊2食1万3000円（税別）から 
　※交通　JR 壬生川駅より 15：40・　
　16：40に休暇村への送迎バスあり。（要予約）  
 
●道後温泉・古湧園  
　TEL　089-945-5911 
　愛媛県松山市道後鷺谷町1－1 
　1泊2食1万1700円（税別）から   
　※交通　JR予讃線松山駅→私鉄伊予鉄道
　JR 松山駅から道後温泉行き約 25 分　
　道後温泉駅下車→徒歩約10分 

お宿情報 

め
い
さ
つ 

※季節によりプラン・価格が随時変化します。詳細は直接お宿にお問い合わせください。 


